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c椎茸 生産に関する実証的研究

吉 良 今 朝芳

わが 国におけ る椎茸生産の展開

(1}藩 制期の椎茸生産

椎茸はお よそ4fig～599年 前から食用に供趣 ていたことが記録か 棚 らかである1)し

かし、これ らは名称のみの記載で、どのようにして採取されていたかの説明はなく、椎茸が栽

.培されるようになつたのは、その後の藩制期であると推定され、それまでは山中(林 野)に 天

一然発生 した 「キノコ」を採取 していたに過ぎないと考えられる
。

藩嗣期のどの年代に、 どこで、誰によつて椎茸栽培が行なわれ始めたのかとい う点にっいて
2》3)

嫉・源兵衛説や斉藤重蔵説など種々の説があるが・いつれ も考証資料が不備のため・現在な涛

確定 していない。

寛政年間(1789～1soe)に は、諸藩が殖産興国の政策に呼応 して、椎茸栽培 を藩営事業

の一環に取 参上げ、椎茸栽培は急速に発展したが、 しか し、当時の栽培方法は、原始的で、天

然に発生するのを待つために、天候(気 象条件)に 強 く影響されるため、失敗 も多 く、困難な
をき

事業であった と考え られる。 このため、経験 を主 とした、いわゆる秘伝による方法で行なわれ

た。 したがって当時の椎茸栽培は、投機的で失敗が多かつた。 しかし、成功すれば莫大な利益
5)

を得ていたようであるo

こうして、椎茸栽培は次第に、その規模を拡大 し、企業的になつてくるにつれ必然的に種 々

の制獲や慣習が生 じてきた。当時の栽培地は、法制上、御山、御林、御林山などの藩の直轄林

ジツヤマシ
と、村山、村持山などの民間入会山、個人所有の百姓林山とがあったが、茸山師は菌山、茸山

と称 していた。椎茸栽培を奨励 した各藩は、生産された乾燥椎茸 を低価格で、諸産物の集荷所

である産物会所に集め、主として大阪の市場へ出荷 していた9さ らにその後、文政年間には、
さラ

椎茸栽培の経験者(茸 山師)と 原木、資本を提供する者 との分収契約による歩合制度が発達 し

てきたo斉 藤重蔵が豊後で成功 した頃には 「茸山師」なる名称で呼ばれた栽培地に元締、杣頭

とい う労資関係が存在 した。技能者である重蔵は杣頭であり、資本家である元締は、染谷国蔵、
の

沢田九馬之助などがいたことがっぎの証文から明らかである。

r覚 」

1.先 極の通仕込銀並雑用運賃口銭水上等指引利益之内弐割相渡 し可申候



2.茸 山仕込銀高の儀毎度勘定帳二相記レ置〆高之処染谷国蔵、沢田九馬之助其許立合二

而鯨形致置候大阪問屋仕込状高二爺勘定可致事

右之通相極候処相違無御座候。以上
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重 蔵 殿

藩 制 期 に 知け る椎 茸 の生 産 量 は、 津 藩(三 重 県)に お い て は寛 政8年(1796)か ら文 化

16年(t815)に 至 るi7年 間rc5,670両 の 経 費 を投 じてお よそ8,5C6貫(5紹25Kg)

ビ

の椎茸が生産されているoま た人吉藩(熊 本県)で は、藩の直営事業によって3力 年約5万
き

斤(5eton)を 生産 しているsこ うして、椎茸栽培は鹿児島藩 熊本藩、高知藩、和歌山1蕃、

名古屋藩などの各藩に診いて、藩営事業が行なわれ、椎茸生産量は次第に増大 した もののよ

うである。

またこの時代の椎茸栽培方法は、寛文年代の源兵衛による方法と、それから約12fi年 後

の寛政時代の佐藤成裕の方法とに大別されるが、後者が技術的には進んでおり、栽培法の内

容は①択木、②研木、⑤浸水、④繭生、⑤火乾などか ら組み立てられ、椎茸栽培の作業工程
ゆ

を詳 細 に 記述 した もので 、 銘 目式 栽培 法 で あ る。

1)、蜷 川 親 元 の 「親 元 日記 」(第 壌章 第4節 参 照)や 、 わが 国最 古 の 農書 とい われ る土 居

水 也 の 「清 良記 」 な ど。

2)、 中村 克 哉:源 兵 衛 説 の疑 問:菌 華5巻8号1959

3)、 〃:斉 藤重 蔵のぞ と(1):〃8巻7号.1962

4)、 佐 藤 成 裕:温 故 斉 五瑞 編 の 中 に 「近来 、播 州ニ ー 山 ヲ開 久 四 方 二籠 ヲ作ljテ 秘 シテ

衆 人、 看 ル コ ト許 サ ズ … …」 とあ る。

5)、滝 沢 馬 琴 編:「 兎 園小 説 」 に よる とr… … 飼 の 岳 山 とい う所 に 立 派 な家 を建 て599

余 人 を使 つ て 、 日 々 シ イ タ ケ をつ く り、 串 に刺 して 焼 養、大 阪 に 出 して春 と秋 に2万 両

も取入 れ る身 の 上 と なb故 郷 の母 親 に送 金 して い た … …jと あ る。

6)、 中村 克哉:シ イ タ ケ栽 培 史口 山林8611951

7)、9含 源 兵 衛 説 の 疑 問:菌5巻8号1959

8)、 農 林 省:日 本 林 制 史 資 料(津 藩):195t



9)、熊本大林区署:人 吉藩林制沿革史:1922

10)、佐藤成裕;温 故斉五瑞編:1796

(2)明 治以降の椎茸生産

明冶にはいると、各地で椎茸栽培法の研究が行なわれている。例えば①従来の焼子法に対し、

骨木に発生した椎茸がそのまま自然に乾燥するのを待つてから採取する木干法の考案、②従来

の立て込み法で横木に措 木を立て掛ける立て込み法を改良 し、今 日行なわれている、いわゆる

合掌法と称する方法の考案。またその後、椎茸栽培は、従来の寝込み場所の選定や婿 木の管理

などに重点をおく経験的な方法、すなわち、自然接種法から、椎茸の胞子菌系の発見によつて、

その存在を考慮する八工接種法へ と一大飛躍をするに至つた。つまり、腐朽堵木の細粉 を寝込

み精木に吹きかける方法や乾椎茸の細粉を吹きかける方法(散 布法)や 骨汁法、埋婿法などの

実験的成果をみるにいたり、椎茸栽培法は発展 した。 したがって、この時期の椎茸栽培法には

2っ の大きな流れがあった。1っ は自然発生を基礎とし、多年の経験を重点とした銘 目式栽培

法であり、いま 重つは菌類学を基礎においた八工栽培法である。後者は椎茸栽培 をより確実な

ものにしたことで、椎茸栽培史上見のがす ことのできない画期的なものであつたといえる。 し

か し、一般には戦俵の純粋培養種菌法による種菌の多量生産段階まで鋸 目式栽培法が支配的で

あつた。この銘 目式栽培法は明冶、大正期に大分、宮崎、静 岡県を中心に、農民生産 として、

全国的に広がっている。また各地で椎茸同業組合が設立されている。例えば、明冶59年

(1906)に は重要物産同業組合法にもとついて大分県内一円の椎茸の製造i5・よび販売業者を

対象に強制加入 をもつて大分県椎茸同業組合が設立されている:)また大正4年 に静岡県田方郡

中狩野村の鈴木伊兵衛は、栽培の改良と販売の合理化 を目的として、同志とはか り田方郡椎茸

同業組合を設立 している.さ らにこの時駄 は椎茸需要の拡大と椎茸価格の上昇 を背羅 、椎
3)4)

茸栽培の普及啓蒙が各地で盛んにおこなわれている。また昭和18年(1945)に は森喜作が

椎茸菌の純粋培養による種駒の製造法で特許を得て、椎茸栽培の技術革新 をもたらしたが、種

駒の製造工業化は第2次 世界大戦の激化に よつて一時挫折 し、戦後へ引きつがれた。

椎茸の生産状況は表一1、 図一1の とSsvlで ある。生産量に多少の消長はあるが、九州地方

が全国の約50%を 占め、なかでも大分、宮崎がその中の約8G%を 占めて主産地を形成 して

いる。

1)、大分県農業協同組合中央会:「 大分県農業協同組合史」の第1G編

大分県の椎茸(0・S・K)P.492～4941965年

2)、宮崎県:「 宮崎県経済史」

5)、大分県椎茸同業組合Σ 「大分県の椎茸」1916年



4)、内藤文彦:r北 海道に細ける林業奨励事業の大要」大山林会va419号 、1917ecよ る

と椎茸栽培事業を道庁の林業三大奨励事業の一っに取b上 げているc

表一1明 冶以降の乾燥椎茸生産量(単 位ton)

注 ＼ 明 治58～ 大 正34年 の 数 値 は、 農 商 務 統 計 に よるo昭 和3年 以 降 は林 野 庁統 計 に よ る一"
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2宮 崎 県 諸 塚 村 の 椎 茸 生 産 の 特 徴

表 か ら諸塚 村 の椎茸 生産 の特 徴 をみ る と、 つ ぎ の とお りで あ る。

(1)椎 茸農 家 の 生産 規 模 は椎 茸 生 産 量 年 間500Kg以 下 の 小 規 模 の 自営 生産 が82。4%と 圧 倒

的 比 重 を 占め て い て 、5.OCOKg以 上 の茸 山師 に よる企 業 的 生 産 はみ られ ない。 した が つ て 原

木 仕 込 量(揖 木保 有 量)S.DOO以 下 の小 規 模 層 が5Z5%と 過 半 を 占め て い る。

(2婿 木 の 樹 種 別 保 有 量 は ナ ラが もっ と も多 く、 つ い で ク ヌ ギ、 シデの 順 に なつ て い て 、 そ の

総 保 有 量 は42.8Ge㎡ に 達 して い る。 農 家が 椎 茸 原 木 を購 入 す る割 合は22.3%で 、 宮 崎 県

の28.7%よb低 く、 国有 林 材 には 依 存 して い ない。

⑤ 椎 茸 の 銘 柄 の 主 な もの は、 宮 崎 県 の 「山成 」(64.1%)に 対 して 諸 塚村 は 「香 信 」

(67.9%)で あ り、生 椎 茸 の生 産 量 は いず れ もわず か で あ る。 諸 塚 村 の 椎 茸価 格 は1Kg当

b2.595円 で 宮 崎 県経 済 連 日向椎 茸販 売 所 平 均Z505円 よ り90円 高 くなつ て い る。

(4)椎 茸 の販 売 は 農 協 一 県経 済 連 日向椎 茸販 売 所 とい う系 統 機 関 の集 荷 率 が85%を 占 め、

宮 崎 県 の49%を 大 き く上 廻 つ て い る。 ま た商 品 化率 は98.4%と 高 い。

(5)最 近 は 種 菌 の 不 良 と気 象 の悪 条 件 とが重 つ て揖 付 率 は667%と 低 率 を示 して い る。 この

滑 付 率 向上 策 に単 位 当 り種 駒打 ち込 み量 を増 加 させ る こ とが 指 導 され て きて い る。 この た め

1㎡ 当 り2.4G5箇 を打 ち込 ん で い る農 家 もみ うけ られ る。 しか し村 平 均 では1,865箇 で 宮崎

県 の1。982箇 よb少 な い。

(6)椎 茸栽 培 施 設 は乾 燥 機 の 燃料 源 が 木 炭 か ら薪 へ 、 薪 か ら重 油へ と転 換 され 、 八工精 場 の設

置 や浸 散水 施 設 の 設 置 また チ エ ン ソー の 装 備 な どで、 急 速 な導 入 に よ り近 代 化 して きて い る。

これ に必 要 な資 金 の 調 達 は 農協 ・森 林 組 合 か らの近 代 化 資 金 な どの借 入 金 が55.7%を 占 め、

自己 資金 を上 廻 つ てい る。1戸 当b借 り入 れ 額 は51千 円 で あ る.

(7)椎 茸生 産 部 門 へ の労 働 投 下 量 は 、 自家 労 働 力 を主 と して、 総 労 働 投 下量 の41.2%を 占 め

1)
て い て 、一 生 産 部 門 と して は 最 高 で あ る。 しか し椎 茸生 産 部 門 の労 働 配分 は問 断 的 で あ り、

労 働 の 繁 閑 は 月 に よつ て差 が 著 しく偏 在 して い る。 労 働 ピー ク の最 初 は春 子 の採 取 期3。4

月 に 、 つづ い て秋 子 の採 取 期9・10月 に きて い る。 こ の特 異 性 が椎 茸生 産 に おけ る雇 用 労

働 力 の 確保 を困難 に して い る とい え よ う。

1)、 青木尊重、柿原道喜、吉良今朝芳 二椎茸生産に関する現状分析(1)、九州大学演習林集報

17号1962年P.22



表 椎茸生産に闘すろ主要指標(f968年)



注)宮 崎県林務部林業指導課資料などによる。



⑧ 経 済 性 は労 働 所得 率 が59.4%で あ り、 椎 茸生 産 部 門 に 論け る家 族 労 働 所 得 は2,62.555

円 と低 い。 と くに賃 労 働 が主 な 第2種 兼 業 農 家 はt6,25ア 円 とさ らに低 位 に あ る。 ま た 家族

労 働 矧 当 り所得 は1.5C5と 低 額 で あ る。 しか し これ を戸別 にみ る と4,277円 を最 高 に、75

円 を最 低 として い て、 そ の格 差 は 著 しい。

2)

(9)1晦 当 りの労働投下量はa54八 であり、他の地方に比 して労働投下量が多 くなっている。

また労働生産性は、 窪人lH当 り椎茸生産量が4。29簿 を最高に、9.56Kgを 最低として、生

産者間には大きなバラツキがみ られる。平均的には1.82Kgと なつている。

乙 椎 茸 の 生 産 構 造

1)、技 術 的 性 格

ω 樹種と地域性:椎 茸原木としてもつとも多く使用されている樹種はクヌギ、ナラ、シデ

などであるが、なかでも原木林の更新の面から繭芽が旺盛で、椎茸の発生量が多く、糟 木

の寿命の長いクヌギが好まれる¢ こうした樹種はある地域に偏在しているo椎 茸栽培は一

般に原木を伐採 した地点で、種菌の仕込みから仮伏せ、伏せ込みを論こなうという技術的

特性を有するoこ のため椎茸の生産地は椎茸原木のある地域とほぼ一致する》例えば宮崎

県では椎茸原木の多い県北で椎茸栽培が盛んである。

② 栽培適地の限定性 財注茸菌糸は温度5℃ ～52℃ 、空中湿度7G～85%、 原木内含水量

55～50%で 発育し、子実体(キ ノコ)の 発生は5℃ ～24℃ で、水分(80～9G%)

の とζろでないと安定 した生産がで蓉ないoこ れによつて、経済的栽培地域はきびしく限

定される。椎茸栽培は、かかる気象的条件の制約をうけて、椎茸の主産地が山間地域に偏

在 し、 しかも海州のある谷筋に展開ぜしめてい為

(5}滑 付率の重要性:溝 付率の良否は、す ぐさ唆収獲量に影響をおよぼす。 ζれを乾椎茸収
3)

獲量予想表でみると、例えば 骨付率60%と80%と では収獲 量に論いて 鴛3の 比率 と

なSx5倍 の違いとなつて現われる。また、子実体の発生は一般に、最初比較的緩慢で、

3～4年 臼にピークがきて、5～6年 間発生する。

(4}栽 培管理 と乾燥:伏 せ込んでか ら1・5～2fi年 経過 してから構 起 しを論こない、婿木を

滑場に運び込む。 この婿場は4乾6湿 の樹林地を最適 とする。この構場に誇ける構木の管

2)、熊本県林務部(山 崎 ・長徳)二 熊本県における椎茸栽培の経営事例的考察、普及資料特産

33号1970年P.22

5)、温水竹貝鵬r技 術経営、椎茸の栽培法」(親 農業技術叢書9)

1960年P.163



理の良否が収穫量の多少 を決める。 また自然条件下で発生 したものを採取 した子実体は乾燥

機によつて乾燥するが、この乾燥の良否で品質が左右される。婦木1代 の収穫量は普通、原

木重量(種 菌接種時)の15%程 度といわれているが、 これ も管理方法の巧拙 によつてかな

り差があり、品質の差による販売価格差 も大きく、2・5～5・0倍 もの開きがある。

2)、経営的性格

(1)主 体性9椎 茸生産 の担い手である椎茸の経営には、小資本家的経営(茸 山師)も 存在する

が、小量分散的原木条件の制約のもとでのわが国において は、滑 木保有S,ceg本 以下の小規

模(87%)な 家族経営が支配的である。

(2}主 幹作 目としての性格:⑦ 椎茸の高い商品性 と、生産の自然的制約、経済的優位性 と関連

して収益性は高く比較的安定 している。②椎茸の労働は収穫期に労働 ピークをもち、作業配

分が季節的に偏侮するが、 しか し、他作業 と競合することが少なく、しかも労働 ピークの作

業内容が比較的単純で、雇用労働でもおこないやすいこと.③ 椎茸の主産地は山間部の水田

の少ない地域に多 く立地して語り、競合作物が少ないので椎茸部門の拡大が進行 しやすいこ

と、④椎茸は経営内部の土地利用や、生産物利用関係か らする部門結合の要因に乏 しく、経

営組織の決定要因として分化力要因が強く働 き、主幹部門 として規模拡大 と専門化が行なわ

れやすい ことである。

(3)集 団性(共 同化):①椎茸 生産は生産費低下、労働生産性の向上の実現の手段 とも関連 し・

生産面の共同化、集団化の必要を大きくする。その典型は原木の伐採、玉切 り、種菌の仕込

み、乾燥 などの諸過程の共同化である。②椎茸市場の拡大に より、規格の統一された大量商

品を継続的、計画的に出荷することを有利とし、個別農家の販売単位では市場側の要請に応

じがたい、このため椎茸の選別荷造 り、出荷過程を共同化することが有利である。

5)、経 済 的 性 格

(1)資 本の長期固定性:椎 茸生産は碍木の育成期問が他の作 目よりも長 く、育成費用 も大きい。

この長期性 と固定性か ら経営の安定性 と、多額の固定資本(構 木を含む)の 投下お よび長い

期間に起 参うる各種の危険(滑 付の良否、気象条件の良悪、市場価格の変動など)負 担に耐

えるだけの資本力とが必要となる。 ここに、椎茸は富農的性格をもつ作物となり・その生産

はいわゆる経済的優位性 を有するといわれる。

(2)集 約性:生 産費調査からみると、椎茸の集約度は高い。 とくに物財費と資本利子額が高 く・

きわめて資本集約的である。

(3)非 弾力性 二椎茸の自然的、経済的優位性は、椎茸生産の集約性 と相まって椎茸生産の非弾

力性を生み出す。いわば需要の増減に対 して生産量の増減などにより生産量の調整、適応を



た だ ち に行 ないが た くす る,

(4)商 品性:椎 茸 の 商 品化 率 は98.4%で 高 く、各 種 の ビ タ ミン を 含有 し、 軽 くて香 気 に 富

む とい う商 品 的長 所 を有 す ろ。 しか も椎茸 は 貯 蔵 性 に 富 み、 出荷 経 費 は 他 の 商 品 に 対比 し

て 割 安 で あるatま た生 産 量 の約59%が 輸 出 さ れ て い 属
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